
温かい日が多かった秋から一気に寒さが訪れようとしています。
インフルエンザの流行、体調管理にも気を付けながら、授業や行
事を行っています。そうした中でも子どもたちが一生懸命取り組
んでいること、保護者、地域の皆さんから温かい声を送っていた
だきながら教育活動を進められること、感謝しております。

いよいよ12月へ まとめの学習へ

学校教育目標

「ふるさとを愛し心豊かにたくましく 自ら学ぶ児童の育成」
めざす子ども像 〇かんがえる子（自ら考え行動する子）

〇やさしい子 （思いやりがあり、助け合う子）
〇がんばる子 （最後までやりぬく子）

人権参観日実施
１１月１５日（水）、各学年ごと「特別な教科 道徳」を行い、
人権についての学習を参観していただきました。PTA研修部主催
人権教育講演会では、浅井純子さんと盲導犬 ヴィヴィッドを講
師に、「目の見えない私が『真っ白な世界』で見つけたこと」と
題してお話をいただきました。

盲導犬は、普通の犬なん
ですよ。全盲の私は、どの
ように信号を渡るのでしょ
う。リンゴの皮むきの実演。
明るく、パワフルな浅井さ
んの人柄、わかりやすいお
話に引き込まれた時間でし
た。

令和５年１１月３０日 NO．８
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重さ 3年

イルカとクジラが成長し
た数字から、どちらがより
成長したと言えるのか。割
合の学習です。差で考える
見方から、割合で比べてい
く見方へと。新しい

割合 4年 10月11日(水)

見方を、4年生は図で考えた
り、算数ブロックで考えたり。
グループからの発表を聞いて、
「あー！」と声が上がる瞬間、
何かをつかんでいる。幼稚園、
中学校の教員も参加する研究
授業の場面です。

砂場から楽しそうな声が上がり
ます。「おしい！」「80g多かっ
た！」「ぴったり１ｋｇ！」
ビニール袋に砂を入れ、1㎏
ぴったりにチャレンジです。「ど
れぐらい多かった？」の声掛けで
目盛の読み方も学習です。

10月12日(木)

量の感覚（量感）
はとても大事です。
家庭でも、長さ、
重さ、数を実物で
感じるよう投げか
けてみてください。



築港小の子どもたちは、
好きなものを教えてくれた
後、SDGsカードから1枚引い
た質問に自分の答えで自己
紹介でした。「自分が恵ま
れていることは何？」「生
きている間に絶滅してほし
くない動植物は？」といっ
た質問がありました。

遠くと交流 ５年 10月12日(木)

相手の考えを聞くと、「あ～」という自然な反応。同じだったり、
そういう答えなのかと感心したり。緊張もあるけれど、新しい出会い
から学ぶことは多いのです。2回目が楽しみですね。

「築港小の皆さん、久
しぶりです！」
「遠くの学校と交流しよ
う」県教育委員会が相手
の学校を紹介する、
『「遠く」と「Talk」』
事業。海事研修で一緒に
カッターを漕いだ玉野市
立築港小学校と５年生が
交流のスタートです。
まずは、西粟倉小から
自己紹介。詳しくは次回
にして、名前とあいさつ。
次は、築港小から。



1・2年生は、鳥取方面。わらべ館で
は約2000点のおもちゃで触って遊んで。
鳥取砂丘こどもの国では、お弁当と大
きな遊具での遊びを。「楽しい」の声
がいっぱいだったようです。

社会見学 10月13日(金)

3～5年生は、姫路科学
館。世界有数（直径27
ｍ）のプラネタリウムや
体験型の展示など興味も
広がる体験でした。



いもほり 1・2年

花植集会

さつまいもの収
穫です。小椋さん
の畑をお借りして
います。「去年、
大きなのがとれた
から」と期待に満
ち満ちていました。

10月11日(水)

「学校をきれいにしよう」
美化委員会が進行して、ペア

の学年ごとに、異学年交流とし
て、チューリップの球根を植え
ました。

6年生が1年生をよくリー
ドして植えてくれました。
春の頃が楽しみです。

小椋さんには草刈りでもお世話になり、
おかげで、長いつるに成長していました。
「大きなさつまいもが取れました。」と
自慢げにみせてくれました。おうちにも
持って帰っています。



劇団風の子演劇鑑賞 10月20日(金)

よい時間、よい空間で
した。「次は演劇を」と
コロナ禍で見送った演劇
鑑賞が実現できました。
「がんばれ、かわず君」
祖母と暮らすことになっ
たたけし君と河童のかわ
ず君の出会いと別れが描
かれます。互いに、いと
おしい存在だと感じなが
ら、人間と河童の違いか

お礼の言葉は6年生の
吉竹崇次朗さん。演劇に
触れた楽しさと興味の広
がりを自分の言葉でしっ
かりと伝えてくれました。

ら、共には暮らせない。そうした葛藤
から決断する主人公。
空想の世界、相手を大事にする心な

ど劇の世界に引き込まれました。また、
演劇に興味のある子どもたちも少なく
なく、６人で演じ分けることに驚きも
あったようです。何より、幼稚園児が
一緒でも温かい雰囲気で
鑑賞していました。



校内陸上記録会 10月23日(月)

計測が終わると、
「やったー、伸びた。」
と嬉しそうな声。「がん
ばれ！」と次に走る組に
大きな声。 最後は、高
跳びに全員が集まり、最
終試技へのチャレンジま
で応援しました。「がん
ばれ！」「跳べるで！」
が響き、バーを越えるた

空の美しい秋晴れの中、高学年が
陸上記録会を行いました。美作地区
の記録会が開催されなくなったため、
校内で実施を続けます。
５０ｍ走、６０ｍハードルは全員

が行います。ソフトボール投げ、走
り幅跳び、走り高跳びは個人で1種目
選択して記録に挑戦です。

びに拍手が起きた記録会でした。最後
の振り返りで、「友達の後押しで記録
が伸びたと思う人？」と問うと、高跳

びで応援を受けた子どもたちが手を挙げていました。素敵な時間です。こ
うした経験が、自信につながり、なりたい自分を目指してほしいです。



修学旅行 10月26日（木）～27日(金)

京都・奈良での2日
間。歴史的な建造物
と行ったからこそ見
て感じられる学びが
できました。メモを
とり、聞いたことも
覚えている様子がよ
くわかりました。
きっと心にずっと刻
まれるでしょう。


